
 

 

 

 

 

 

８月２７日（火）、学校運営協議会委員長 佐藤幸一さんと危機管理課 主任主査 八木橋弘一

さんらを講師に迎え、全校生徒を対象に８・３０復興教育を行いました。台風10号を経験した幸

一さんの講話や危機管理課による避難所設営の体験を通じ、災害への備えや災害時に自分たちがで

きることを考えました。 

〈生徒の感想から〉               

 

 

 

 

  

【大会成績】 

   団体戦   １位 バレーボール競技 女子の部（県大会出場権 獲得） 

        １位 男子卓球競技（県大会出場権 獲得） 

        ２位 軟式野球競技（小川中と合同チーム） 

        ３位 ソフトテニス競技 女子の部 

個人卓球競技 １位 相沢 綜太郎さん（県大会出場権 獲得） 

     ３位 坂下 将汰さん（県大会出場権 獲得） 

 

 

 

 

 

 

 

      

部活動の意義とは・・・ 

部活動は、単に勝敗のみ注目して行うものではありません。目標である県大会出場を果たすため

に「勝つ」ことにこだわることは大切なことですが、それ以上に大事なことは、「勝者」として“ふ

さわしい人物あるいは団体”であるか「県大会出場者、県大会出場チーム」として“ふさわしい人

物あるいは団体”であるかということです。部活動の時間のみではなく、日常の学校生活を今以上

に大切にほしいと思います。最終的には、皆さん一人一人のより良い人格形成のために部活動を行

っていることを忘れないでください。     （地区新人大会報告会 校長先生から 一部抜粋） 

 

【団体】バレーボール・卓球 

【個人】卓球 相沢綜太郎さん 

岩泉町立岩泉中学校 学校だより 令和６年９月１３日（金）発行   
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文責：藤枝 

←学校ＨＰは

こちら 

 ９月７日（土）～８日（日）に宮古地区中学校新人大会が開催されました。団体と個人で６つ 

の入賞があり、素晴らしい活躍ぶりでした。１１日（水）の報告会では、大会の戦績と合わせて 

「感謝」、「応援」、「声を出す」等、試合のこと以外のことでも取り組んできたことが報告さ 

れました。入賞はできなかったものの、課題をしっかりと捉え、次に向けて取り組んでいきたい 

という、前向きな決意もありました。 

 県大会の出場権を獲得した団体・個人の皆さんは、学校の代表、そして地区の代表でもあるこ 

とを忘れず、さらに練習を充実させ、大会に臨んでほしいと思います。 

優
勝 

大健闘！ 地区新人大会 



結果主義は、結果にとらわれて失敗する。   

成果主義は,「プロセス＋結果＝成果」であり、プロセスを価値として見つめていく。    

－ 鈴木 豊 キューピー株式会社元社長 ― 

         

 

 

 

 ９月５日（木）、１年生を対象に

岩泉フォレストマーケティングの

松永充信さんを講師にお招きして、

岩泉の森林についての授業をして

いただきました。 

 岩泉の豊かな森林について学ん

だ生徒は、町の広葉樹材を使って木

工作品の製作に取り組みます。 

 

 

 

 

 ９月５日（木）、３年生を対象に

三菱UFJアセットマネジメント株式

会社の社員の方々をお招きして、消

費者教育についての授業をしていた

だきました。 

 生徒はグループに分かれて、パソ

コン上で資産を増やすべく相談しな

がら株や債券の売買を疑似体験しま

した。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アアウウトトププッットトがが今今後後のの勉勉強強のの主主流流・・・・・・勉勉強強ににおおけけるるイインンププッットトとと  

アアウウトトププッットトのの黄黄金金比比率率はは３３対対７７。。ここのの比比率率でで実実践践すするるとと最最もも高高いい

パパフフォォーーママンンススをを発発揮揮ででききるるここととがが、、ココロロンンビビアア大大学学のの実実験験でで実実証証

さされれてていいるる。。（（引引用用：：ドドララゴゴンン桜桜２２編編集集チチーームム編編））  

◇◇イインンププッットト「「入入力力」」（（知知識識やや情情報報ななどどをを頭頭にに入入れれてていいくくこことと））  

  ⇒⇒解解説説やや説説明明をを聴聴くく、、参参考考書書やや教教科科書書をを読読むむ、、暗暗記記すするる  等等  

◇◇アアウウトトププッットト「「出出力力」」（（イインンププッットトにによよっってて得得たた知知識識かからら成成果果物物をを作作るるこことと））  

  ⇒⇒習習っったたここととををノノーートトににままととめめるる、、覚覚ええたたここととをを使使っってて問問題題演演習習をを

すするる、、人人にに何何かかをを教教ええるる、、発発表表やや意意見見ををすするる  等等  

効果的なアウトプットの方法 

⇒ 人に教えること！ 

インプット⇒自分で説明できる言

葉や内容に置き換える⇒アウトプ

ット（人に教える、説明する）⇒内

容がしっかりしたものになる、また

は理解不十分だったことが明らか

になる⇒インプット 


